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拝啓
本誌第 54巻第 9号に掲載されました症例報告「てんかん発

作による純粋語聾の 1例」（臨床神経 2014;54:726-731）1）を興
味深く拝読いたしました．純粋語聾自体が非常にまれな症候
ですが，てんかんに起因するものは，著者らが指摘している
ように更にまれなケースです．しかし，私も以前に同様のケー
スを経験し報告しています 2）．臨床徴候・脳波所見・治療内
容ともほとんど本症例と同一でしたが，私共の症例では幻聴
をともない，画像上明らかな病巣はみとめませんでした．私
共の症例は全身痙攣はありませんでしたが，一過性に字が読
めなくなる，健忘があるなど，やや意識レベルの減衰がうた
がわれるエピソードがあったため，てんかんの診断にいたっ
ています．純粋語聾は，痙攣や意識の減衰がなければ，精神
科領域の疾患と誤診されかねず，本症例のような丁寧な診察
が重要と考えられます．純粋語聾の発現には左（優位側）病
変のみで十分であるという考察にも賛同いたします．
本症例のMRI画像では皮質よりも白質病変がめだち，約

2ヵ月の経過で病変は消退しています．純粋語聾を惹起した
この病変の原因検索として，著者らは脳血管障害・ミトコン
ドリア病・抗リン脂質抗体症候群などを鑑別として列挙し，
そのいずれも否定されています．近年，このような大脳白質
病変により片麻痺・意識障害・痙攣などの臨床症状をおこし，
視神経脊髄炎（neuromyelitis optica; NMO）の症状をともなわ
ない抗 aquaporin-4抗体（AQP4-Ab）陽性例が報告されていま

す 3）4）．AQP4-Ab陽性例では，その後にNMOを発症する症例
がある 5）ため，AQP4-Abをふくめた種々の自己抗体の検索が
必要と存じます．もし著者らが現在でもこの症例をフォロー
されているようであれば，それらについての検査結果をご教
授いただければ幸甚に存じます．

敬具
※本論文に関連し，開示すべき COI状態にある企業，組織，団体
はいずれも有りません．
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